
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

①指導教諭をリーダーとしたチームによる
授業改善の推進

 オープニングでは，�プロジェクトの⻄�リーダーから「『��』とは⽣徒の想い

の��，『��的な�び』とは『��』��を�じた�びである」というめ��わせ

の�，「�った��，��った先⽣による�びの�の�を⼩さくしたい」という想い

のもと「��・��的な�びの���」を⽬指して活動してきたプロセスと，2030
年に向けた構想をお�えしました。

 プログラムのはじめは，�����員�等による，これまでの��の�告です。３

年間「授業研�セミナー」を�じて��してきた北����������からは，指

��の��を重ねることで⽣徒に�につけさせたい⼒がより��になり，授業内�の

��はもちろん，��する先⽣�の協�の�の�まりを�じたことや，��を重ね�

�した授業では，⽣徒の�情や⽬の�きが異なることを��し，先⽣�が授業研�の

�義を�得され，授業��への��が�まっていったという�告をいただきました。

さらに���が�り�んでいる「��チャレンジプロジェクト」をご��いただきま

した。そこでは，��の��⽣も��し，��活動の成果の発�・�流をオンライン

で��し，��は��の��⽣も�えて�開していくとのこと。��の���に向け

て��になるアプローチです。

 ��２年⽬となる⼤����������からは，「指���をリーダーとしたチ

ームによる授業��の��」事業についてご�告いただきました。これは，��体に

��的な�びを��するには中・�期的なスパンでの��が必�であるという�識の

もと，授業��のためのリーダーの�成を⽬的とする事業です。この��を�じて，

��に，各��の�員の授業の⾒�や授業づくりの�え�が�わってきている��も

お�しいただきました。また，�年度からは，�内の��を希�する��⽣が�い，

個別��な�びや��的な�びを体�する「地域における個別��な�び��事業」

も�動し，��者の，�えることの�しさを�じた，��疑問を持って�える��を

⼤切にしたいといった�想をご��いただきました。

【プログラム】
13:30�オープニング・趣旨説明
『⾼校探究プロジェクトの活動を振り
返って』
�・連携教育委員会等の実践
�・地域を越えた共創・協働型研修
�・「総合的な探究の時間」の取り組み
�・Z-kai×東京学芸⼤学附属⾼等学校
 「教科の授業の探究化セミナー」
14:40�パネルディスカッション
『授業⽂化のアップデート』
 国語科，数学科，地歴科チーム
15:30�オンライン対話
16:00�次年度に向けて・クロージング

キックオフから２年
「瞳輝く学びの実装
化」オンラインイベ
ントの開催報告

2021年12月のキックオフから２年あまり。この間の活動を振り返り，「高校文化の
アップデート」について考えるイベントを開催しました。当日は，教員，指導主
事，高校生や大学生，様々な企業の方等，多くのみなさまにご参加いただき，連携
教育委員会の指導主事の方からの実践報告や授業研究ワークショップ参加者とのパ
ネルディスカッションを通して，次なる一歩へとつながるイベントとなりました。

⾼校・授業⽂化のアップデートに向けた共創を！

本質を問う学びへ　教室の学びを変えるためのニュースレター
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今号の内容



地域を越えた共創・協働型研修の実現
 昨年度��した「指�主事等��のオンライン��」をきっか

けに発�された「地域を�えた共�・協働型研�」について，�

��立��センターと⻘��������センターの指�主事よ

り，その�現までのプロセス，�にいくつも�在した�の�え�

や，��の�４回の研�の��等をご�告いただきました。ま

た，�年度の構想とともに，研�プログラムを共�する「わくわ

くメンバー」も募�されました�（ご��のある�は����プ

ロジェクト事�局までご⼀�ください。）

 この�告に�しては，「お�しいただいた指�主事の�が�当

にキラキラ�いて⾒えました。�を�っている�中には苦しいこ

とがあっても，�に�った�だからこそ⾒える��の�晴らしさ

を�えたいという想いを�く�じました」といった声も�きまし

た。�どもも，���により，「令和の�員研�」の�は「��

的なウェルビーイング」「エージェンシーの活性�」「価��の

アップデート」の３つだと��いたしました。

⾼校⽣と⾼校教育のエコシステムへ挑む！
 昨年度から，��⽣の声をもとに「�たちの『��』

をつくろうプロジェクト」を�動し，�年度は４⽉から

��的に「��ミニセミナー＆�流�」も開�してきま

した。その�１回に�題提供いただいた「�同��あし

たの��」のCOO�⽥⽻湖さん（国�基��⼤�４年）
からは，��活動において�題��のフェーズでの「�

�」の上げ下げの重�性についてお�しいただきまし

た。さらに，����には何かひとつのパターンといっ

たものや正�があるわけではないので，��⽣や先⽣�

と⼀�に，これからも����を��していくというこ

とを粘り�くやっていきたい，先⽣�ご⾃�は「��」

に�しての��の�さはどうですか�というメッセージ

をいただきました。

 ⼤�⽣である�⽥さんの想いやメッセージのインパク

トが⼤きく，⽇�の未来に可�性を�じたといったコメ

ントがたくさん�きました。

 また，����には，���策と��を⼆項�立�し

てしまう�向が��としてあります。このような���

�のエコシステムに挑んで��した「Ｚ�×東���⼤�
附属�等��コラボセミナー『�科の授業の���』」

について，Ｚ�の��正司�よりお�いただきました。

�内の�科担当者は，��問題が�わってきていること

は理�していても��現場の状況は⾒えていなかった

が，セミナーの����から当⽇の��を踏まえ，��

という�⼝を⾒据えた場�，⼀�の先⽣の１回の授業で

どうにかなるものではないと�じ，業種を�えて，みな

さんと協働・共�して，��的に��をたて，�り�ん

でいく必�があるという貴重な⽰�をいただきました。

 「�理��科」を��した５�で�立された����理��科�

�協��との��では，��を�えて�科チームを構成し，現場の

�員がリーダーとなって，授業研�を��してきました。��２年

⽬となる�年度は，���が�え，��域へとボトムアップ的にコ

ミュニティが�⼤しつつあります。また，���の�科��プログ

ラム（����科⽬）と��して研�授業を��しました。これ

は，他�科とのつながりや�科��の�義を�く�識する��とな

りました。

 なお，3⽉18⽇には，この事例��をもとに，「��的な��の時
間」に�み�める�科��プログラムの�材開発ワークショップを

開�します。�くの先⽣�のご��をお待ちしております。 詳細はコチラ：https://g-tanq.jp/crosscurriculum

 ����プロジェクトは，���⾏の���や��⼒アセ
スメントの開発など，�⾯的に，����のエコシステムに
挑んでいきます� �たちとビジョンを共有し，共�できる
�業等を募�しています�

https://g-tanq.jp/crosscurriculum


パネルディスカッション�〜授業⽂化のアップデート〜

 国�科チームからは，チームリーダーの⻄⻲咲江先⽣（�ド

ミニコ��中��等��）より，昨年度開�した国�科のワー

クショップに��して，「⾃�だけが��的な授業をできれば

いいのではない。��的な授業⼒アップが必�だ」と気づいた

こと，授業づくりチームに��し，７⽉に研�授業に向けた�

��，その�，⼆つのチームに�かれて授業研�，３�期には

メンバーの声をもとにゼミ活動を��・��してきたことが�

告されました。�立・�立，地域等の異なる��な�員が�

い，授業づくりについて��することの�しさがお�の�々に

�れており，����プロジェクトがめざす「��的な�びの

��コミュニティ」が�現可�であることを��することがで

きました。

 ��科では，授業研�ワークショップに�えて，授業研�のリーダー向

けワークショップも開�しています。それぞれのワークショップから�野

��先⽣（�賀�立���等��）と����先⽣（���立金沢�等�

�）にご��いただきました。

 �野先⽣からは，��的な�びには，�別な問題を⽤�する必�がある

と�えていたが，�科書の問題でも，⽣徒の問いを�き�し，それをもと

に指���を立てることで可�なことを�んだこと，それにより�材の⾒

�が�わってきたことや，授業で⽣徒の声や�えを⼤切にするようになっ

たことが�告されました。��先⽣との��を�して，⽣徒の��として

 地歴科チームからは，�⽼�

�昭先⽣（⾃��中等���

�）にご��いただきました。

「単元を貫く問い」が�わり，

歴史上の事�を��に，現代的

�題への⾃らの�えを問う授業

を�向するようになったとのこ

と。また，地歴科チームのメン

バーで，⼩���員である��

各教科で，公募で募ったメンバーで授業研究チームを編成し，オンラインベースで授業研究ワークショップを実施してきまし
た。それらのワークショップへの参加者をパネリストにお迎えし，そこでの学びや変容などをお話いただきました。

オンライン対話
 ��に，ブレイクアウトルームを��し，「⽇�の����・授業��がア

ップデートされた��とは�」「⽣徒にどんな�びが�現されている�」をテ

ーマに��していただきました。�い時間��となりましたが，「��・授業

��をアップデートしている��とは，エースや４�といったスペシャリスト

の�員がいるのではなく，どの�員も�び�びと�いている��ではないか」

「��での��は，やらされるものではなく，�しいもの。�題や⼤���問

題なども，�びが��できるような，ワクワクが�じられるものであってほし

い」といった��がなされました。「�々な�を�いた�，アップデートされ

た��や⽣徒の�びを想�する時間は，ここまでの�を�理し思�を�める時

間になった」というお声をいただきました。��⽣がしっかり�え，⾃�の想

いを発�されている�に�れ，�が�き�まる思いをされた先⽣�が�かった

ようです。

共�・協働型研�の�告を受けて

・ワクワクが�わる��な発�でした�

・ワクワクの種まきは時間がかかるけれ

ど，仲間がいれば早く�が咲くのではと

�じています。

・みんなで⼤きな�を咲かせましょう�

パネルディスカッションを受けて

・どの�科もチームメンバーそれぞれの

�点やよさを⽣かし，⽣徒の��を丁寧

に⾒�り，�科の��に�る�⼒を�け

ていくことで，相�に��・授業��を

アップデートされていったのではないで

しょうか。

・国�科授業づくりチームに��して，

「仲間を得た��」という喜びを�じて

います��

オンライン��を�えて

・����のアップデートとは�その場

�りの知識・知恵ではなく，⽣徒の中で

�く⽣きて働く�び，問いの�げかけが

⼤事，⽣徒の思いからスタートする��

��，という�題が�ました。

・�来有�すぎる��⽣も�を�してく

れて，⽇�の未来は�るいな�と�動し

ました�

チャットでのコメント

「なんとなく�けてしまうことに���をもつようになった」といった声が�てくるようになったことや，授業の�り�りの

��に「なぜ�」が�えてきたことなども�らかにされました。��に，��先⽣より，�野先⽣との��はもちろん，�ま

で��したワークショップは，⾃�が成�するとともに�しみな時間だったと�プロジェクトの�り�みを価�づけていただ

きました。

���先⽣からは，��の授業研�から�しい�点を得て，⼩��の歴史

��のカリキュラム再構成にチャレンジしたことによる，児�の歴史�識

の��をご��いただきました。��に，�プロジェクトの⽇�先⽣か

ら，こういった⼩�⽣の�びを中�・��とどのように�きうけていくの

か，⼩中�の��を�えて，児�・⽣徒の��をどのようにデザインする

かなど，�たな�題が提�されました。
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＜��⽣の声＞

・たくさんの�びがありましたが，�の内�よりも，�国にはこんな

にもたくさんの先⽣が�や思いを持って，授業や��活動を�ってい

るということを知れたことに�味があったと思います。ブレイクアウ

トルームで他�の先⽣ともお�できてめちゃくちゃ�しかったです�

（�立・��）

・��×�科の��の現状がどのようなものか⽣徒側からよく�かり
ました。�員の�⾰と共に⽣徒の��を捉えていくのも⼤事ですね。

�科同⼠の�がりも気になります�（�立・東�）

・イベントの��に⻄�先⽣が�っていた「�った��，��った先

⽣による�びの�の�」について，�⾃���時代に苦しんだ��が

あります。�現在も，⾃�より�の�い��を受けてきた��と同じ

��に�ることに不�を�じることもあります。�⽇パネルディスカ

ッションで��してくださった先⽣�をはじめ，このイベントに��

している先⽣�が率先して，��の授業を�しずつでも�えていって

くださればいいなと思いました。（�立・東�）

＜�員・⼀�の�の声＞

・昨年は�の授業研�，�年は個�で��させていただき，授業をつ

くる��を他の先⽣と共有することに価�を�じています。先⽣�と

�した内�は，ふとした時に授業構想に�映できることがあります。

尊�できる�と��うことができ，良い��に恵まれました。⾃�の

��でも，��はないですが，⾃�から何か動きたいと思っていま

す。(���員・⼤�)
・��の在り�・�び�が��してきて，現場の�員の�識もだいぶ

��してきている。あとは，どのような⽬��わせをして��してい

くかが，⼤きなカギを�っていると�じる。そういった点で，���

と⻘��の��，北��と⼤�の��み等は�常に��になる事例で

あった。（���員・愛知）

・指�主事の�の裏での�⼒や�量に⼤��動しました。�も�内で

授業研�や他�さんとの�流を�めたいとも思いましたし，��体で

授業��していこうという��があれば，�師や��による�が減

り，��という場がより�⼒的になっていくと思いました。⾃らも�

�体の授業��の�の中にいる�在になりたいと�じました。（��

�員・�賀）

・若い�たちが��的に�わっている�に，��の�来の�るさを�

じました。（���員・東�）

・�⽇，��⽣の��や��の��⽣の�えを�いて，⽣徒たちが�

在的に持っている⼒を���員がわかっていない現状があるのではな

いかと�じました。まず�員側が⽣徒たちを有�な�び⼿との�識を

持った上で，⼀�に�ぶ��を持ちながら，��のプロとして何がで

きるのか，��りしていくことが，��・授業��のアップデートに

つながるのではないかと�えました。（指�主事・⼤�）

・「わくわく」が⼤切だと�じました。⽣徒も，先⽣も，そして�供

を⾒�る�も。わくわくするような授業を�現していくには何が必�

なのかを共に�えていきたいです。�員ではありませんが，何度か�

�し，�くのことを�び，たくさんの思いにも�れることができまし

た。ここには希�，前に�めるという�があると�じています。��

もトビラを⼤きく開き，�けていただけると�しいです。（⼀�）

ご参加いただいたみなさまから届いた声
本イベントを通して，キックオフからの２年の取り組みを，みなさまと
ともに価値づけることができ，お寄せいただいたお声より，次年度以降
へのパッションが高まりました！今後ともよろしくお願いいたします！

 �⽇のイベントを�して�じたことはい

くつもあるのですが，その中から⼆つだけ

お�ししたいと思います。

 ⼀つは，若い�の�性や⾏動⼒が�晴ら

しいと思ったことです。�じていること，

�えていることに�いところがあって，

我々⼤�の側がそれをしっかり受け⽌めな

ければならないと�く思いました。

 もう⼀つは，我々が「�科」と「��的

な��の時間」，その�輪で回していくこ

とにこだわっているということです。

 各�科の�の中に「主体的・��的で�

い�び」という�がありましたが，これは

間�いなく「��的な�び」だと�えてい

ます。「��的な�び」をする時に⼀�⼤

切なことは⽬的�識です。�は����が

専⾨ですが，��に�らずすべての�科

で，⽬的�識とは問題�識，つまり，問い

ながら�ぶということだと�えています。

��的な��の時間では，この「問うこ

と」「問題�識を持って�題��するこ

と」が⼀�⼤切になってきます。しかし，

「��的な��の時間」で，「��的な�

び」をしっかり�めようとアクセルを踏ん

でも，各�科の授業が問いを持たせるよう

な授業になっておらず，「��的な�び」

になっていないと，�らでブレーキを踏む

ことになり，アクセルとブレーキを同時に

踏むような形になってしまいます。「��

的な�び」は各�科と「��的な��の時

間」の，この��をうまく回していかなけ

れば��にうまくいかないと�えていま

す。

 ����プロジェクトでは来年度も同じ

ように各�科のコミュニティを�げつつ，

��題になってる「��的な��の時間」

をもっと�に�めていけるように�えてい

こうと思っていますので，来年度も是�よ

ろしくお願いします。

⾼校探究プロジェクト特別顧問
（元⽂部科学省�初等中等教育局�主任視学官）

⻑尾篤志先⽣よりまとめのお⾔葉

https://g-tanq.jp/

